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序

　本書は、太宰府市坂本の御笠団印出土地周辺遺跡における埋蔵文化財

発掘調査報告書です。

　調査地は大宰府政庁跡の北西の後背丘陵地、四王寺山の南麓に位置し、

古代の軍団印が出土していることから軍団に関わる遺構の展開が期待さ

れていました。

今回の調査では古墳時代から平安前期の整地を伴う建物や墳墓の跡が確

認され、政庁周辺域の歴史を知る上で貴重な成果を得ることができまし

た。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、

広く活用され、ひいては文化財愛護の精神が高揚することを心から願っ

ております。

　最後になりましたが、本調査に対しご理解ご協力いただきました関係

各位ならびに諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太宰府市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　關　敏治
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例言

1.　本書は太宰府市坂本3丁目で行われた御笠団印出土地周辺遺跡の発掘調査報告書である。

2.　�遺構の実測には、国土調査法第II座標系を利用した。したがって本書に示される方位は特に注記　　

のない限りG.N.（座標北）を示し、本文中に記される遺構の角度もこれを基準としたものである。

3.　�本書に掲載される遺構番号は、以下の要領で理解される。なお遺構の性格を表記する記号については、

SA柵列跡、SB掘立柱建物跡、SD溝、SF道路状遺構、SI住居跡、SK土坑、ST墳墓、SX その他の遺構 

などであり、略号として以下のように記載している。

　　　　　　　　　　　　　御　　3　　SX　　001

　　　　　　遺跡名　　　　調査次数　　　遺構種別　　　　遺構番号

4.   本報告に係わる遺構写真、遺物写真、遺構番号台帳、遺物計測表、出土遺物一覧については付属の

　　CD−ROMに収容している。

5.　遺構の実測及び写真撮影は調査担当者の他、山田ふみ、候寧彬（中国陝西省考古研究院）、上村英士（現

　　筑後市教育委員会）が行った。

6.　各調査地点の全体図は手測りによる実測図からデジタルトレースを行い浄書した。

7.　遺構の空中写真撮影は(有)空中写真企画（代表、壇睦夫）が行った。

8.　出土した鉄製品の保存処理は狭川麻子・山中幸子・下川可容子、安芸朋江、鈴木弘江が行った。

9.　遺物の実測は、調査・報告担当者のほか、久味木理恵、木戸雅美、久家春美、福井円、森部順子が行った。

10.  表入力･写真整理は市川晴美、瀬戸口みな子、寺田道子、原理絵が行った。

11.  遺物の整理接合･復元作業は久保喜代香、中村房子、馬場由美、が行った。

12.  遺物の写真撮影は(有)文化財写真工房（代表、岡紀久夫）と山村信榮、柳智子が行った。

13. 図の浄書は、調査・報告担当者および遺物実測者が行った。

14. 本書に用いた分類は以下のとおり。

　　土器・・・・『大宰府条坊跡II』（太宰府市の文化財第７集）1983

　　　　　　　　「九州地方の古墳時代の土器」『日本土器事典』小田富士雄1996

　　須恵器・・・『宮ノ本遺跡II　－窯跡篇－』（太宰府市の文化財第10集）1992

　　陶磁器・・・『大宰府条坊跡XV　－陶磁器分類－』（太宰府市の文化財 第49集）2000

　　瓦・・・・・『大宰府史跡出土軒瓦・叩打痕文字瓦型式一覧』九州歴史資料館2000

15. 執筆は城戸康利および山村と下高大輔がおこない、編集は、山村が担当した。
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fig.14　4SX014,020出土遺物実測図（S=1/3,1/2）
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